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安全上のこ注意

下記は、安全にこ使用いただくための重要な

項目です。必ず守つてください。

誤つた取り扱いをすると 障害または物理的損害の

発生する可育ヨ性が想定される内容を示しています.

●所定記入欄が空自のままですと 本書は有効になりません.記入がI.・ tヽ写合は直ちにお買い上げ販売店にお申し出ください

電池の入れ方各部の名称
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温度マーカーの色変化 (緑→黄色)したときのヒーター

温度は以下のとおりで

'
変化時 :約 60～70・ (

色変化に要する時間は、使用電池の

'肖

耗具合で変化
します。マーカーが変色しなくなった場合は、
おおよその電池交l●時期で,

図1        図2

1必 ず電源がOFFに なつていることをこ確認くださ

2バ ッテリーケースの>印あたりを軽く押しなから、
スライドさせてフタを開けます (図 1)

3単4形アルカリ乾電池 1個を本体側に入れてくだ
さい.(図 2)

その際、ケース内に表示してる電池の向き (+、 一)
を確認してください。

4単 4形アルカリ乾電池を入れたら、本体にバッテリ
ーケースフタの

″
凸
″
を合わせて差し込み、バチン

と音がするまで
″
o″部分を押し込みフタを閉めて

下さい.

電池に関する注意事項 | |
7●■4形アナ

'カ
リ乾言池をこ便月ください.初期電圧が高

二,■ 1電 tや ニツケル水
=電
池などの充・拭 電池|ま ●月

電Fラ ンプの鍔るさが 十しい電池を入れた最初の状態

めて,月 した場合 電池の■■上 電池電圧が一■的に

容量のラ量か滅るに従つて カールにかかる時間が次第

使用方法
1単 4形アルカリ乾電/13別売りを1本入れてくたさい.

20N′ OFFス イッチをONに すると電源ランフ点灯し
ヒーターの加熱が始まります.

3温度マーカーの色が変化して、ヒーターの温度上昇

が確認できま

“

つて 先端の1番マーカーの色か緑

から黄色に変化すれば、使用可能となりま

'詳しくは、嘘 度マーカーについて
′
をこ参照ください.

4使用可能温度になったら、まつけをヒーターの上に

載せ まつげを上まぶたの方向へ押し上げるように

しながら数秒問そのまま待ちま■

詳しくは裏面の説明
″
po nll～ 4″をこ参照ください.

5使用後は必ずON′ OFFス インチをOFF側 にして

キャップを取り付けてから、保管してください.

※持ち運び時には、ON/OFFス イッチがOFFになつて
いることを必ず確認してください.
ON状態て持ち運んだ場合、電池が消耗してしまい

使用できない状態になつてしまいます.

X電池容量が低下(約 701/・ 以上)してきますと、電源
ランプの点灯か次第に暗くなります.
点灯か確認できない状態になつたときは 電池を

交換してください.

|■|■ 使 1用1時`闘■ ■ ■
P aoア イカールプチは、アルカリ単4乾電池1

個で、約一ケ月間 (1回 約3分の使用)程度の

こ使用が可能です。連続使用時間を超えて

こ使用できる場合もありますが、その場合は

電池容量の残量が少なくなつているため、カ

ールにかかる時間が次第に長くなります。(

電池の連続使用時間は電池によつて多少異

なります。)
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バチンと音がするまで押し込む

訛承
図 3
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初は61つうのじューラーてカーノしし

て、次にマスカラをつけて、仕上げに

Ey:りurl Petitを使つてます。

すご<上がりますよ |
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慣れるまで、電池を

入れずに練習されることを

おすすめいたします。

まつげをヒーターに

乗せ、

まつげを上まぶた方

向に押し上げるよう

にして数秒間保持し

ます。

マスカラを塗るよ

うに、上下に動かし

てしまうとカール

がつきません。
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毛先のカールを作る

時は、ヒータ=部分
で毛先を軽く押し数

秒間保持します。

目頭や目尻のまつげも他の部分と

同様に上まぶた方向に真上に押し

上げてカールをつけます。

ての時は、ちょつと梨いがな～つて

思つたけど、慣れて<ると全然、平気 |

はさおクイブだと大切なまつけが

枚けちやつたりするてしよ。でも

Ey:メ ul・I Petた ならノーブ甲フ
レム lもつと早<使えはよがつた。

顔を上|ずた状態で鏡を見ながら

使うと、上手にできましたよ !
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